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 猟銃及び空気銃の取扱いの講習会等に関する規則及び佐賀県公安委員会事務決裁等規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和４年３月11日 

                                     佐賀県公安委員会委員長  吉  冨  啓  子    

 佐賀県公安委員会規則第５号 

   猟銃及び空気銃の取扱いの講習会等に関する規則及び佐賀県公安委員会事務決裁等規則の一部を改正する規則 

 （猟銃及び空気銃の取扱いの講習会等に関する規則の一部改正）  

第１条 猟銃及び空気銃の取扱いの講習会等に関する規則（平成４年佐賀県公安委員会規則第７号）の一部を次のように改正する。 

  次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。 

改正前 改正後 

（趣旨） 

第１条 この規則は、佐賀県公安委員会（以下「公安委員会」という｡）

が行う銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３

の規定に基づく猟銃及び空気銃の取扱いの講習会（以下「猟銃等講

習会」という｡）及び同法第９条の14の規定に基づく年少射撃資格

の認定のための講習会（以下「年少射撃資格講習会」という｡）に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、佐賀県公安委員会（以下「公安委員会」という｡）

が行う銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３

の規定に基づく猟銃及び空気銃の取扱いの講習会（以下「猟銃等講

習会」という｡）、同法第５条の３の２の規定に基づくクロスボウ

の取扱いの講習会（以下「クロスボウ講習会」という｡）及び同法

第９条の14の規定に基づく年少射撃資格の認定のための講習会

（以下「年少射撃資格講習会」という｡）に関し、必要な事項を定

めるものとする。 

（講習会の対象） 

第２条 猟銃等講習会は、次の各号のいずれかに該当する者を対象

として行う。 

(1) 猟銃又は空気銃の所持の許可を受けようとする者（以下「初

心者」という｡） 

(2) 現に猟銃又は空気銃の所持の許可を受けている者で、当該許

可の更新を受けようとするもの（以下「経験者」という｡） 

 

 

 

 

（講習会の対象） 

第２条 猟銃等講習会は、次の各号のいずれかに該当する者を対象

として行う。 

(1) 猟銃又は空気銃の所持の許可を受けようとする者（以下「猟

銃等初心者」という｡） 

(2) 現に猟銃又は空気銃の所持の許可を受けている者で、当該許

可の更新を受けようとするもの（以下「猟銃等経験者」という｡) 

２ クロスボウ講習会は、次の各号のいずれかに該当する者を対象

として行う。 

(1) クロスボウの所持の許可を受けようとする者（以下「クロス

ボウ初心者」という｡） 
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改正前 改正後 

 

 

２ 略 

(2) 現にクロスボウの所持の許可を受けている者で、当該許可の

更新を受けようとするもの（以下「クロスボウ経験者」という｡) 

３ 略 

（講習会の開催） 

第３条 猟銃等講習会は、次の各号に掲げる区分に応じ開催するも

のとする。ただし、特別の理由があるときは、回数又は場所を変更

して行うことができる。 

(1) 初心者に対する猟銃等講習会は、佐賀県警察本部（以下「本

部」という｡）、佐賀県佐賀総合庁舎（以下「佐賀総合庁舎」と

いう｡）、佐賀県唐津総合庁舎（以下「唐津総合庁舎」という｡）

及び佐賀県武雄総合庁舎（以下「武雄総合庁舎」という｡）のい

ずれかの場所において、年６回以上開催する。 

(2) 経験者に対する猟銃等講習会は、本部、佐賀総合庁舎、唐津

総合庁舎及び武雄総合庁舎のいずれかの場所において、毎月１

回以上開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 略 

（講習会の開催） 

第３条 猟銃等講習会は、次の各号に掲げる区分に応じ開催するも

のとする。ただし、特別の理由があるときは、回数又は場所を変更

して行うことができる。 

(1) 猟銃等初心者に対する猟銃等講習会は、佐賀県警察本部（以

下「本部」という｡）、佐賀県佐賀総合庁舎（以下「佐賀総合庁

舎」という｡）、佐賀県唐津総合庁舎（以下「唐津総合庁舎」と

いう｡）及び佐賀県武雄総合庁舎（以下「武雄総合庁舎」という｡）

のいずれかの場所において、年６回以上開催する。 

(2) 猟銃等経験者に対する猟銃等講習会は、本部、佐賀総合庁舎、

唐津総合庁舎及び武雄総合庁舎のいずれかの場所において、毎

月１回以上開催する。 

２ クロスボウ講習会は、次の各号に掲げる区分に応じ開催するも

のとする。ただし、特別の理由があるときは、回数又は場所を変更

して行うことができる。 

(1) クロスボウ初心者に対するクロスボウ講習会は、本部又はク

ロスボウ講習会を行うために必要な設備を有する施設におい

て、年２回以上開催する。 

(2) クロスボウ経験者に対するクロスボウ講習会は、本部又はク

ロスボウ講習会を行うために必要な設備を有する施設におい

て、毎月１回以上開催する。 

３ 略 

（講習会の公表） 

第４条 公安委員会は、猟銃等講習会又は年少射撃資格講習会（以下

「猟銃等講習会等」という｡）を行おうとするときは、猟銃等講習

（講習会の公表） 

第４条 公安委員会は、猟銃等講習会、クロスボウ講習会又は年少射

撃資格講習会（以下「猟銃等講習会等」という｡）を行おうとする
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改正前 改正後 

会等開催期日の20日前までに猟銃等講習会等の日時、場所その他

必要な事項を本部、警察署等及び銃砲火薬類販売店等に掲示する

ほか、インターネットを利用して閲覧に供する方法により公表す

るものとする。 

ときは、猟銃等講習会等開催期日の20日前までに猟銃等講習会等

の日時、場所その他必要な事項を本部、警察署等及び銃砲火薬類販

売店等に掲示するほか、インターネットを利用して閲覧に供する

方法により公表するものとする。 

（講習の申込み等） 

第５条 猟銃等講習会等の講習を受けようとする者は、次に掲げる

講習会の区分に応じ、当該各号に定める受講申込書（以下「申込書」

という｡）２通に当該申込人の写真２枚を添え、住所地を管轄する

警察署長を経由して公安委員会に提出するものとする。 

(1) 猟銃等講習会 猟銃等講習受講申込書 

 

 

(2) 年少射撃資格講習会 年少射撃資格講習受講申込書 

 

２ 略 

（講習の申込み等） 

第５条 猟銃等講習会等の講習を受けようとする者は、次の各号に

掲げる区分に応じ、当該各号に定める受講申込書（以下「申込書」

という｡）１通に当該申込人の写真１枚を添え、住所地を管轄する

警察署長を経由して公安委員会に提出するものとする。 

(1) 猟銃等講習会又はクロスボウ講習会 講習受講申込書（銃砲

刀剣類所持等取締法施行規則（昭和33年総理府令第16号。以下

「府令」という｡）別記様式第19号） 

(2) 年少射撃資格講習会 年少射撃資格講習受講申込書（府令別

記様式第68号） 

２ 略 

（講習の実施） 

第６条 猟銃等講習会等の講習は、次の表の左欄に掲げる講習会の

区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる科目について行う。 

区分 科目 

猟銃等講習会  略 

 

 

年少射撃資格講習会  略 

２ 略 

（講習の実施） 

第６条 猟銃等講習会等の講習は、次の表の左欄に掲げる講習会の

区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる科目について行う。 

区分 科目 

猟銃等講習会  略 

クロスボウ講習会 クロスボウの所持に関する法令 

クロスボウの使用、保管等の取扱い 

年少射撃資格講習会  略 

２ 略 

（証明書の交付） 

第７条 公安委員会は、前条に規定する講習に係る事項を修得した

と認める者に対して、次に掲げる講習会の区分に応じ、当該各号に

定める修了証明書を交付するものとする。 

（証明書の交付） 

第７条 公安委員会は、前条に規定する講習に係る事項を修得した

と認める者に対して、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定

める修了証明書を交付するものとする。 
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改正前 改正後 

(1) 猟銃等講習会 講習修了証明書 

 

(2) 年少射撃資格講習会 年少射撃資格講習修了証明書 

(1) 猟銃等講習会又はクロスボウ講習会 講習修了証明書（府令

別記様式第20号） 

(2) 年少射撃資格講習会 年少射撃資格講習修了証明書（府令別

記様式第69号）  

（佐賀県公安委員会事務決裁等規則の一部改正） 

第２条 佐賀県公安委員会事務決裁等規則（平成15年佐賀県公安委員会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

  次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。 

改正前 改正後 

別表第１（第３条関係） 別表第１（第３条関係） 

事務の種類 根拠規定 決裁事項 

 略   

銃砲刀剣類所

持等取締法（昭

和33年法律第

６号）に規定す

る事務 

 略 

第10条の８

第３項 

 略 

 

 

 

第11条第１

項から第６

項まで 

銃砲又は刀剣類の許可の取消し 

 略 

第27条の３ 警察官等に対するけん銃等又は

けん銃部品の譲受け等の許可（緊

急やむを得ない場合等を除く｡） 

 略 

 略   
 

事務の種類 根拠規定 決裁事項 

 略   

銃砲刀剣類所

持等取締法（昭

和33年法律第

６号）に規定す

る事務 

 略 

第10条の８

第３項 

 略 

第10条の８

の２第３項 

クロスボウ保管業者に対する業

務の廃止命令又は停止命令 

第11条第１

項から第７

項まで 

銃砲等又は刀剣類の許可の取消

し 

 略 

第27条の３ 警察官等に対する拳銃等又は拳

銃部品の譲受け等の許可（緊急や

むを得ない場合等を除く｡） 

 略 

 略   
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   附 則 

 この規則は、令和４年３月15日から施行する。 


